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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2018年８月13日開催の取締役会において、2018年２月14日の2017年12月期決算短信発表時に開

示した2018年12月期（2018年１月１日～2018年12月31日）の業績予想を修正することとしましたので、お

知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想数値との差異（2018年１月１日～2018年12月31日） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

連結当期純利益 

前回発表予想（A） 3,515 △681 △202 △230 △104円59銭 

今回修正予想（B） 3,730 △632 △234 △263 △119円60銭 

増減額（B-A） 214 48 △32 △33 －  

増減率（％） 5.8 ― ― ― － 

（参考） 

前期連結実績 

（2017年12月期） 

2,595 △281 34 △11 △5円62銭 

 

２．差異の原因  

 当社は2018年７月31日付で株式会社東京ライフケアを完全子会社化いたしました。同社の2018年８月１

日から2018年12月31日までの業績等を2018年12月期（下半期）に新規連結する見込みです。また、既存保

育園の稼働が当初予想よりも安定して推移いたしました。これらにより、連結売上高の増加と連結営業損

失の減少を見込みます。 

一方で、新規開園の内定獲得が堅調であり、2019年４月開園予定の認可保育園数は過去最多を予定して

おります。これに備えるため、新規開園計画を一部変更し、設備補助金の見直しや資金調達費用の追加計

上を見込みます。これにより、連結経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失の増加を見込みます。 

 

（注）本日付で、2018年12月期中間決算短信を公表しておりますので、業績の詳細についてはそちらを

ご覧ください。 

以 上 


